
 

地方版図柄入りナンバープレート「苫小牧ナンバー」デザイン使用取扱要綱 

 

（目的） 

第１条 この要綱は、地方版図柄入りナンバープレート「苫小牧ナンバー」の図柄デ

ザイン（以下、「図柄デザイン」という。）の使用に関し、必要な事項を定めるもの

とする。 

 

（定義） 

第２条 この要綱において、図柄デザインは、地方版図柄入りナンバープレート「苫

小牧ナンバー」デザインマニュアル（以下、「デザインマニュアル」という。）に定

めるものとする。 

 

（図柄デザインに関する権利） 

第３条 図柄デザインに関する著作権や使用の許可に関する一切の権利は、苫小牧市

に帰属するものとする。 

 

（使用の申請） 

第４条 図柄デザインを使用しようとする者（以下、「申請者」という。）は、次の各

号に掲げる場合を除き、苫小牧図柄入りナンバープレートデザイン使用許可申請書

（様式第１号）に必要な書類を添えて、市長に提出するものとする。 

（１）国又は地方公共団体において使用するとき。 

（２）報道機関が報道の目的で使用するとき。 

（３）その他、市長が適当と認めるとき。 

 

（使用の許可） 

第５条 市長は、前条の規定による申請を受けたときは、その内容を審査し、審査結

果を苫小牧図柄入りナンバープレートデザイン使用許可通知書（様式第２号）によ

り申請者へ通知するものとする。 

２ 市長は、前項の許可をする場合は、条件を付すことができる。 

   

（使用の制限） 

第６条 市長は、次の各号のいずれかに該当する場合は、使用を許可しないものとす

る。 

（１）使用目的に適合しないと認められるとき。 

（２）デザインマニュアルに従って使用しないおそれがあると認められるとき。 

（３）市の品位を傷つけるおそれのあるとき。 



 

（４）自己の商標や意匠とする等独占的に使用するおそれのあるとき。 

（５）法令又は公序良俗に反するおそれのあるとき。 

（６）第三者の利益を害するおそれのあるとき。 

（７）特定の個人、政党又は宗教団体を支援し、又は支援しているような誤解を与え 

るおそれがあると認められるとき。 

 

（使用の期間） 

第７条 図柄デザインの使用許可の期間は、申請時に定めのない場合は利用を許可し

た日から当該利用を許可した日の属する年度の末日までとする。 

２ 前項の期間の満了後において、引き続き図柄デザインを利用しようとするときは、

当該機関の満了日までに、第４条の規定による申請を行い、前条第１項の規定によ

る使用の許可を受けなければならない。 

 

（使用料） 

第８条 図柄デザインの使用料は、無料とする。 

 

（使用上の遵守事項） 

第９条 第５条１項の許可を受けた者（以下、「使用者」という。）は、次に掲げる事

項を遵守しなければならない。 

（１）使用の許可を得た用途にのみ使用し、市長が付した条件に従うこと。 

（２）使用の許可によって生じる権利及び義務を第三者に譲渡し、又は転貸しないこ

と。 

（３）図柄デザインを使用し、商標法による商標登録、意匠法（昭和 34 年法律 125

号）による意匠登録等を行うことにより、自己の権利を新たに設定又は登録し、

若しくは著作権に関する自己の権利を主張しないこと。 

（４）デザインマニュアルに基づき正しく使用すること。 

（５）図柄デザインを使用して作成した最終成果物を市長に提出すること。ただし、

提出が困難と認められるものについては、最終成果物の確認ができるものとする。 

（６）市長から要請があった場合は、図柄デザインの使用実態を報告すること。 

（７）事故、知的財産権の侵害等、図柄デザインの使用に起因する問題が発生しない

よう、使用者の責任をもって万全の配慮を行うこと。 

 

（変更申請等） 

第 10 条 使用者は、使用の許可を受けた事項を変更しようとするときは苫小牧図柄

入りナンバープレートデザイン使用変更申請書（様式第３号）を市長に提出するも

のとする。 



 

２ 市長は前項の規定による変更申請があったときは、その内容を審査し、審査結果

を苫小牧図柄入りナンバープレートデザイン使用変更承認通知書（様式第４号）に

より通知するものとする。 

 

（使用許可の取消） 

第 11 条 市長は、使用者が次の各号のいずれかに該当する場合は、使用の許可を取

り消すものとする。 

（１）この要綱に違反したとき又は違反することが判明したとき。 

（２）偽りその他不正な手段により、使用の許可を受けたとき。 

（３）その他、市長が不適当と認めたとき。 

２ 市長は、前項の規定により認定を取り消したときは、使用者に通知するものとす

る。 

３ 第１項の規定により使用の許可を取り消された者（以下、「許可取消者」という。）

は、前項の通知があった日以降、当該使用の許可を受けて作成した最終成果物の使

用、配布、掲示、販売等をしてはならない。 

４ 許可取消者は、市長から最終成果物の回収の指示があったときは、当該許可取消

者の負担でこれを行わなければならない。 

５ 第１項の規定による取消により生じた損失等について、市長は一切の責任を負わ

ない。 

 

（権利の帰属） 

第 12 条 この要綱による使用許可は、使用者に対し図柄デザインに関する何らの権

利若しくは権限を与えるものではなく、使用者及び当該使用者の製作した物品等に

ついて市が推奨を行うものではない。 

 

（損失補償等の責任） 

第 13 条 使用者は、図柄デザインの使用に起因する問題が生じたときは、使用者の

責任をもって速やかに対処するものとし、市長は損害賠償、損失補償等の一切の責

任を負わない。 

２ 使用者は、図柄デザインの使用に起因する問題により苫小牧市に損害を与えたと

きは、その損害を賠償しなければならない。 

 

（情報の公開） 

第 14 条 市長は、図柄デザインの使用許可の状況等について、広く使用促進を図る

観点から、図柄デザイン使用の状況等について情報を公開することができる。 

 



 

（その他） 

第 15 条 本要綱に定めのない事項は、市長が別に定める。 

 

  附 則 

この要綱は、令和４年５月１０日から施行する。 

  

 

 


